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JaneAusten研究
Bath時代の創作姿勢 をおって
渡 辺 和 子
才 能に恵 まれ,芸 術意識 を高 く揚 げる偉大 な作家 にあって,そ の空白の
時代は しば しば第二 の開花へ の準備期 間である。特 にこの立往生 した期間
に残 され た断片や作 品には,彼 の文学 の本質一 た とえ,作 者 が自らを語
るこ とが少 な く,そ の像 を捉 える ことが困難 であって も一 がそのま1現
われてい る ものであ る。
JaneAustenがSteventonからBathへ移 る1800年10月か ら,Chawton
に定住す る1809年7月までは,執 筆 を断 った空 白の時代 といわれてい る。
しか し完 全 に歩 を止 めたのではな く,な お初期短編の清書 と未 完の小説を
残 してい る。LadySusanと50ペー ジあま りのTheWatsonsである。 こ
の二 つの作 品の特徴一 特 に共 に未完 であるこ と一 は前期 から後期 に向
って,作者 のartistとしての意識が高 ま り,その主題 が固定 してい く創作
姿勢 の変 化の過程 を示 して くれるのではないだろ うか。
1
前期 の終 り1798年に書 き始 められ,1803年に終 るNorthangerAbbey
は他 の作 品に較 べ,推 敲 が少 な く,十 分創作 化されていないが,Bathで
完 成 した唯一 の作品 といわれ る。 まず この小説 にお いて,Austenの前期
作 品の特質 を分 析 してい く。
NorthangerAbbeyは当時の恐怖派小説 ・goth三c小説 のparodyとし
て書 かれ てい る。gothicの小説 はこの小説界にgothicの仮想 の 世 界を
築 いてい く。
エ
Austenの本 来 の 小 宇 宙,30r4FamiliesinaCountryVillageつま
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りnon-gothicの現実 の世 界が このgothicの世 界 を 裁 く過程 が 女 主人
公 の精神的成長 に沿 っ て とらえ られてい く。 女主人公Catherineは女友
達Isabellaに薦 め られ,`Oh!Iamdelightedwiththebook!I
shouldliketospendmywholelifeinreadingit.'(P.40)とMrs
RadcliffeのTheMisteriesofUdolphoに熱中す るあま り,現 実 の世界
に幻想 的夢物語 の世界 を仮想 する。 そこに踏み込んだCatherineが真実
が その ま ・通 る世界 とこ とば と真実 が くい違 う世界の両方の意味 を理解 す
るまで,Catherineの想像の誤 りが続い てい く。
この ような対 照的世界,さ らに対 照的人物 の創造 はAustenの創作 上の
テクニ ックである。 その比較 され る性 質や価値 は非常に微妙 な相違 であ り
なが ら,彼 女 の筆 になる と,全 く相反 する真 と偽,さ らには善 と悪 の登場
人 物に色わ けされ るのである。'
gothicの世界 は虚偽 で作 り上 げ られた悪の世界 で,その ことば は歪 め ら
れ,誇 張 され,時 には事実 の反対 を意味す る。Isabella,その兄John,
GeneralTilneyはvanity,deceitで特徴 づけ られ る 偽 の世界 の入物 で
あ るのに対 し,Catherineの誤 りを正 す良識 家のHenryと その妹 は愛情 ・
友情 が支配す る真の世界の人物であ る。例 えばJohnTilneyは数字 の正
確 さで もって,そ の悪意 を包 み隠 してCatherineを誘 惑 しよ うとす る。
 "Three-and-twenty  !", cried Thorpe ; "five-and-twenty if it is 
an  inch.  "  .... "Ten  o'clock! it was eleven, upon my soul! 
I counted every stroke. This brother of yours would persuade 
me out of my senses, Miss  Morland  ; do but look at my  horse  ;
did you ever see an animal so made for speed in your life?" 
                                   (PP. 45-46)
Catherineの妄 想 が こ う じ て,GeneralTilneyはUdolphoの 登 場 人
物Montoniと 同 一 視 さ れ,NorthangerAbbeyの 屋 敷 はUdolphoの
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魔法の城 と みな され る。しかしGeneralTilneyは金銭欲 からCatherine
を金 持の娘 として厚遇 す るが,彼 女 が相続 人で ない ことがわか ると,態 度
は豹変 し,彼 女 を駅 馬車で追 いかえす。 や は り貧 欲をCatherineへの優
しい ことば と 態度 で偽装 して いたのであ り,彼 の仮面 を はがす ことは,
gothic小説 への作者 の一撃 である。
Catherineは,NorthangerAbbeyの一室 にあ るlargeclosetの中
自い物 を奇 怪 な文書 だ と思 いこむ が,実 は洗濯 のつけであ るこ とがわか り
absurdityofherrecentfancies(P.173)を悟 るように なる。最後 に白昼
夢 をさまさす のは聰明 で諧謔家,両 方の世界 の意味 に通 じるHenryで あ
り,Catherineが偽の世界に接 し,真 と偽 の意味 を理解 するこ とに よって
この偽 の世 界 は結局否定 される。 つま り女 主人公はclosetではな く,現
実 界 の男性 の愛情 で,実 人生にめ ざめ る。従 ってAustenは,gothicの
parodyの手段 を用 いながら,秩 序の支配 す る現実 の世 界 を固守 して,小
説の世界 を限 定 している。
しか し偽 の世界 には,こ れほどの強 い反発 をひ きお こさなければな らな
い大 きい魅 力 がある。 特 にIsabellaは十分創 作化され きって いないこ と
や,不 自然 な ところを考慮 して も,諷 刺作家Austenの最 も鋭 い諷刺の対
象 とされ てい るためか,そ の人物像 は生き生 きと自由 な筆で描 写 されてい
る。sophisticated,coquettish,malicious,でegoism・capriceをもち・彼
女 の雄弁はCatherineの稚拙 なことばと対照 され,小 説界の バ ランスを
崩 して,女 主人公 を圧倒す る。IsabellaがCatherineをピ クニッ クに 誘
い出そ うと口説 く時の最上級の親愛 の ことば はかえって,彼 女 の友情の裏
を示 してい る。
Isabella became  only more and more urgent ; calling on her in 
the most affectionate manner ; addressing her by the most 
endearing names. She was sure her dearest, sweetest Catherine 
would not seriously refuse such a trifling request to a friend
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wholovedhersodearly. (P.98)
Catherineだけでな く,二人の男性JamesとCaptainTilneyを巧 みに
操 る。 この様 な彼女の装わ れ,う そで満 ちた言動 はAustenの小説 界 とは
同化 できないのであろ うか。 後 半CatherineがBathからNorthanger
Abbeyに移 ると ζもに,プ ロ ッ トから消 えて,結局は無知 で無垢な女 主入
公 の成長 を導 く機会 を与 え るだけの機 能で終 る。 しか し,Isabellaの造形
!ま,この女流作家の創造の本能を刺激 し,彼女の諷刺にさらに鋭 い 矢 を
つ がえて,そ の系譜は次 の作品 に続 く。 特 に中期 に手 を加 えられ たLady
Susanの女主人公SusanはIsabellaの延長上 にある。
皿
Susanの 敵MrsVernonはSusanを 批 判 し て
Oneisaptlbelievetoconnectassuranceofmannerwithco ‐
quetry,&toexpectthatanimpudentaddresswillnecessarily
attendanimpudentmind;atleastIwasmyselfpreparedfor
an
improperdegreeofconfidenceinLadySusan;butherCountenanc
e
isabsolutelysweet,&hervoice&mannerwinninglymild
.
(P.251)
一方Susanは 彼女 に夢中になっているReginaldに対 して
I like him (Reginald) on the whole very well, he is clever & 
has a good deal to say, but he is sometimes impertinenet & 
troublesome. There is a sort of ridiculous delicacy about hin 
which requires the fullest explanation ofwhatever he may have 
heard to my disadvantage....  (P.268)
彼女の娘に対 しては
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She shall find that she has poured forth her tender Tale of Love 
in vain, & exposed herself forever to the contempt of the whole 
world, & the severest Resentment of her injured Mother. 
                                  (PP. 282-283)
この獲物 をね ら う猫 の ような情容赦 のない,冷 酷な女性像はAustenの
穏 やかな眼 が時 には鋭 く,悪 意に満ちた人物 の方へ向 けられ ることを示 し
て くれ る。
LadySusanの制作 年代 には 種 々の 異論が あるが,1805年のwater
markから,少 くとも1805年頃,こ の作品に対 して清書す るだけの 興味 を
持 っていた と思 われる。形式二 題材 におい て未熟 な点 も多 くjuveniliaに
近い。 しか し素朴 でつつ ま しい家庭婦人 であ り,軽 い諷刺 で読者 を楽 しま
せ ながら,社 会体 制の価値 を守 る観 点か ら人間 を とらえるこの女流作家に
あっては,そ の一貫 した厳 しさは特 異な存在 である。他 の作品 は未婚 の若
い女性を扱 ってい るの に,こ こでは16才の無 知で無鉄砲 な娘を もつ38才の
未亡人 を女主人公 として,妻 あ る男性 と若い男性 との恋愛 遊戯 を題材 とし
ている。
LadySusanは前 期の特質 のひ とつで ある書簡 体小説 で あ る。手紙 を
交わす人 々の グループか ら,や は り二 つの世界 が対置 されている。Susan
とその友M,,J。h・… の,巧 み}こartで櫞 され た世界}こ対 し・ 義 姉
MrsVernonとその母 の世界 である。この二つ の世界 は手紙形式 ゆえ,累
積的,対 位的に築 かれ,女 主人公の偽善は内面の告白 と外面の行 為の報告
の二面か ら描 写 され る。Susanの 世界 はConsideration&Esteemas
surelyfollowcommandofLanguage,asAdmirationwaits°n
Beauty.(P.268)と外面のみが偽装 され たものであ るが,MrsVernon
の世界 は実質的 でnaturalbenevolence・地位 ・教養 が先行す る・都会の
仮面 をかぶった社交会 と田舎の実質 を伴 った家 庭生活で ある。 更 に こ の
moralintegrity,principle,honorで枠づけ され た外面上 も内面上 も裏 の
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ない世 界か ら見 るとSusanの虚 偽 でかためられた世界 は悪 である。dece五t
の具現 として,artifice,artfulness,pride,sensibility,completeamoraI
woman,coqquettishを作者の代弁者MrsVernonは 指摘 する。まさに
Susanは11sabellaの系 譜にあ る。
Isabellaのようにegoislnやvanityにかられた行動 だけでな く,Susan
はAustenのpolitesocietyに投 げ込 まれ ると,欲望 と年令 ・地 位 から生
じる社 会的分別 との間 の葛藤 に苦 しむ。 そこで,堅 固な上流社 会 の 家 庭
で受け入 れ て欲 しい ため.に,withthedeepestconvictionofmymerit
(P.269)でもって最 も愛す るManwarningとは スキ ャンダル を恐 れて
別れ る。whoforgetwhatisduetothemselvesandtheopinionof
theWorld(P.269)のよ うな女 には ならないとい う。`World'に対 し,
Susanは良 識あ るよ うな顔 を向 ける。 従 ってSusanに 別れ を 宣 告 した
Reginaldのらを再 び捕 えて・`Iamagainmyself;-gay&triumphant.・
(P.291)と叫ぶ勝 利の歓喜は うつ ろである。 恋人 も娘 も失って居所 もな
く放 浪す る悲 喜劇の響 さえあ る。Susanの執 拗なpassionの背後 には一
抹の影が漂 っている。
単調 な手紙 の交換の中 で,唯一 の劇 的波瀾はFredericaが母 から強い ら
れ た結婚 を訴 える手紙 を,Reginaldへ送 ることに よって ひき起 され る。
SusanはseseverestResentmentofherinjuredMother(P.283)を
娘 に思 い知 らせ ると怒 るが,彼 女の冷酷 な性格 は変 わらない。 つま り常 に
Iamagainmyselfであ り,こ の徹底 した悪女 の性格 は変 わらず,愛を知
るこ とに よって,精 神的成長 をとげ ること もない。最後の破局 ではSusan
の操 る二人 の男性 が出合 い,彼 女 の偽の世界が白 日に さら され る。つま り
Susanと妻 子あ るManwarningとの関係が,Reg三naldとの恋愛遊戯 の
間 も続 いてい たとい う事実は作者のSusanの 世界への道徳上 の否定 が,
早 くから用意 され ていたことを示す。`Thespellisremoved・(P.304)
とReginaldはSusanから去 る。 しか し,SusanがReginaldと分れ る
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のは,も はや彼 を もて遊ぶ興 味が な ぐなった からである。Iamnow
satisfiedthatInevercouldhavebronghtmyselftomarryReginald
(P.308)とい う所 に悪女Susanは 健 在 しているのである。
このよ う な冷酷 な性質 を与 えられ,性 格上他の女主人公 の よ うに精神的
成長 をとげ るこ ともないのに,生 き生き とした個 性が読者の興 味 をひ くの
はなぜ であ ろ うか。 まずSusanのactressとしての才 能のお もしろ さが
考 えられ る。獲物 とする男性 を思 うま ・に操 り,黒を も白と思 い込 まぜる。
なぜな らSusanはElizabethの様 に,性 格の研究家であ り,人の心理の
先 を読む才 能があ るか ら。
Young Men are often hasty in their resolutions—& not more 
sudden in forming, than unsteady in keeping them. I should 
not be surprised if he were to change his mind at last, & not 
go. (P. 284)
従 って,Reginaldは彼 女の力の方向 を知 る道具で ある。更 にSusanは
過去の過 ちに偏 見を抱 く人 々を征服す る ことを 誇 とする。Ihavemade
himsensibleofmypower.そして事実 思惑通 り征服 され るのであ る。
次 に,Isabellaの様に浅薄ではな く,uncommonunionofSymmetry,
Brilliancy&Grace(P.251)をもつ ことが あげ られ る。 その威厳 に圧 倒
され,MrsVernonはSusanの悪意 を知 りなが ら,.手が出せない。
 ` I have not detected the smallest impropriety in it, — nothing 
 of vanity, of pretension, of Levity—& she is altogether so 
 attractive.'  (P. 255)
ではSusanは全 く否定 されるべき人問像 であり,この断片の主題は教
養 も:知性 も美 も,mora1が欠けていれば無意味であるとい うことなのであ
ろうか。或はこの作品ではそのような道徳的面を強調するのではなく,見
114
せかけと本質 ・無力 な虚栄 と観念 との葛藤 を示 し,悪 の世界 の妖 女Susan
の描写 に終始 しているのであろ うか。テーマの ない小説 とい われ るAUsten
の小説 の中で も,特 にこの小 説には テーマら しい ものはないが。
更 にこの小品が終 り近 くで筆 を折 られ,℃onclusion'を付 け加 え られ て
い ることは どの様 に評価 され るであろ うか。
こ こで注 目しなければ ならないことは,作 者が その題材 を身辺か ら取 っ
たのではな く,フ ランスの小 説ChoderlosdeLaclosのLesLiaisons
z
dangereusesから創 作への刺激 を受け たとい うことである。Susanに社交
界 の女性LaMarquisedeMerteuilをふまえているのであ る。従 って彼
女 のよ うな無慈悲 で好色 な 女性 がAustenの描 く小宇宙 に 投 げ込 まれ る
と,ど の様 になるか とい うことが興味の中心 とな る。
Austenの欄外 の ノー トか ら抜 き出され た`PlanofaNovel,according
tohintsfromvariousquarters'による と,
Heroine a faultless Character herself—, perfectly good, with 
much tenderness & sentiment, & not the least Wit—very highly 
                                                                     3 
 accomplished... the most accomplished young Women  ....
heroineとしてのSusanの 造形はこれに反 する。従 ってIsabe11aの世界
同様,Susanの世界 も結局 は否定 され るべ きものであろ う。それ を綿密 に
計 算 された筋 の展開 をみぜ るAustenはこの作 品の 中途 で筆 を 折 る こと
に よって示 した と考 えられる。
AustenはLadySusanを清書す る頃に,散 文 形式の ℃onclusion'
を付 け加えて,手 紙 形式の小説 をからか った後,プ ロ ッ トを完結 させ てい
る。軽 い諷刺 で満ちてい る℃onclusion'では,Susanは かねて 娘の婿 と
予定 され てい たばか者Jamesと 結婚 し,彼女に誘惑 され,夢 中になっ℃い
たReginaldは`talked,flattered&finessed'(P.313)して,愛 情 を
Fredericaに移す よ う,MrsVernonによって画策 され る。Susanの心 を
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捕 え たSirJamesは`anharderLotthanmoreFollymerited.'(P.313)
と揶 揄 さ れ る 。 こ こ に,`Conclusion'は書 簡 体 小 説 へ の 訣 別 で あ る と 共 に
Susanの 世 界 へ の 痛 烈 な ア イ ロ ニ ー に よ る 拒 絶 で あ る。
更 に こ のSusanの 性 格 は 作 者 の 観 察 で き る 面 を 越 え た 存 在 で あ り,
aetheticdistanceが題 材 と の 間 に あ る 。SouthamはSusanの 創 造 に つ
い て,
It is Jane Austen's very failure to make Lady Susan a figure of 
real menace that asserts the author's essential ignorance of a 
                                               4 
'  wholly  sininster  ' or  '  vicious' woman .
しか しLadySusanは全 くの失敗 ではな く,む しろ前期の感傷的家庭
小説 の霧 を払 いのけた熾烈 な悪の世界へ の接 近 として評価 できる。確 かに
SusanはAustenの創 造す る人物像 の否定的側面 を拡大 し,artを強調 した
ものであ る。ここにこの女流作家の一展開が見 られ るので ある。Susanの
偽善 の リア リテ ィはAustenの作品中傑 出 していて,そ の よ く制御 された
厳 しさにおい て,書 かれ ることのなか った傑 作 を期待 さぜ るものであ る。
mora1の制約 と悪 の人 物への接近の間で,Austenは揺れ てい たの であ る
が,LadySusanの放棄 はmoralistとしての制作態度 の確立 とい うこと
でその意 義は大 きい。 この創作姿勢 は次 のTheWatsonsで跡 づけ ら れ
る。
皿
Bathの完全 な空 白時代の前1803年頃 に書 かれ た未完 の小説TheWat-
sonsは前期か ら後期 への橋渡 しの位置 にあ る。
場面 は舞踏会 とTheWatsons家に分 け られる。 最初 の舞踏会 の予告
で,三階級 三家族一 貴族 のOsborne,町の金持Edward,田舎 の没落郷 士
Watsonを位置づ け,女 主入公EmmaWatsonを 導入 して い る。`the
Osbarnesarecoming'(p329)で始 まるba11から,むだのない会 話体 で
耳116
進行 してい くTheWatsonsは大作 とな り うる要素 を十分備 えてい るこ と
を示 してい る。 しかしプー ッー トの進展につれ,Emmaは 心 の中 に閉 じこ も
り,舞 台 は上が ったま1身 動 き出来 な くなってい る。
女 主人公Emmaは 思慮分 別 を身にっけ,`TheLuckofonemember
ofaFamilyisLucktoa11.(p.321)と,教訓 をたれ る完全無欠 な女
性 である。 さらに構造上視点 はEmmaに あ るので,Emmaの 思考 の方 向
に読者はつい て行 く。 そこには批判 の余地 はな く,Emmaは 常に正 しく完
全であ る。 そ して興味はEmma自 身 よ りも,Emmaが 周 囲の人 々に下す
価値判断に向 けられ る。 その基 準はmoralで ある。 姉 を裏切 る行 為 を し
たPenelopeを非難 して,`shehashergoodqualities,butshehas
noFaith,noHonour,noScruples,ifshecanpromoteherown
advantage.'(P.317)この`Faith',`Honour',`Scruples'をもつ人 間が
Ihora1あるとみなされ るのである。彼女 のmora1は社会体制 から受 ける
実生活 の秩 序,さ らには もっと柔軟 な意味 を もつ。MudrickはこのInoral
の主調を強調 して,
In the Watsons, Jane Austen has for the first time immersed 
herself wholly in the grim business of vindicating genteel morality 
against the society it is organized to uphold. She is, in fact, 
so pledged to her moral issue that she has lost any sustained 
                   5 shaping interest.
そのmora1の 判断はEmmaの 家族 の無秩序へ 向け られ る。
She felt a little uncomfortable in the thought of all that was to 
precede them. Her conversation with Eliz ; too giving her 
some very unpleasant feelings, with respect to her own family, 
had made her more open to disagreable impressions from any 
othe cause.... (P. 322)
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即 ち 家 族 の`Hard‐heartedpropriety,'`10w-mindedConceit&wrong-
headedfolly',(P.361)上流 階 級 の 猿 ま ね,さ ら に は 娘Margaretの
`affectedtoneofartificialSensibitity'
,(P.351)に,Emmaは そ の 道
徳 観 か ら 恥 し さ と 嫌 悪 感 を 抱 き,つ い に は 苦 悩 へ と 発 展 す る 。Osbornの 訪
問 で,`allthatmustbeopentotheridiculeofRicherpeoplein
herpresenthome-ofthepain-ofsuchfeelings.'(P.345)家族
と の 異 和 感 ・隔 絶 感 か ら,孤 独 感 を 暮 ら せ る だ け で あ る 。 そ こ で 父 の 病 い
の ベ ッ ドへ 逃 避 す る 。
In his chamber, Emma was at peace from the dreadful mortifi-
cations of unequal Society, & family Discord—from the imme-
diate endurance of Hard-hearted prosperity, low-minded Conceit, 
& wrong-headed folly, engrafted on an untoward Disposition. 
                                  (P. 361)
この様 なEmmaの もつmoralゆ えに抱 く孤 独感 は前 期作 品の女 主人公
には跡 づけ られ ない が,後期作 品 ・特 に晩 年のPersuationのAnneの特
質のひ とつ として挙 げちれ る。
Emmaはmora1の 具現であ り,人 格 は与え られていないが,唯 一 その
epiphanyofcharacterを見せ る場面が ある。MrsBlakeの息子が踊 る
相手が な くて失望 してい るところ救い,そ の少 年 と踊 るballの場 であ る。
`Emmadidnotthinkorreflect;-shefelt&acted.'(P.330)解決め
ない思い}こふ けるEmmaで は な く,行 動 するEmmaに 静 から動へ の魅
力 がある。 この物語 が軌道に乗 った とこ ろで,強 烈 な個性 を必要 とす るこ
どが物語 を進行 させ るはずみがない とい う欠点 を反映 さぜてい る。
登場人物 に対 す る作者 の諷刺 の程度 か ら,characterは二 っに分 け られ
る。Austenの人物描写 のテ クニ ックとして,諷 刺 の的 となる人物群 と作
者 の愛情 で もって,ま じめに 扱 われ る入 物群 で あ るo.Mudrickのい う
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s
s`haping三ronyandshaplesssolemnity'であ る。前 者にはOsborn家
の人 々とTomが あげ られ る。LordOsbornの城 は貴族 階級の象徴 であ
る。 しかし彼 のEmmaへ のプロポーズが拒絶 され たことに よって,彼 の
権威 も地位 も無に等 し く,そ の城は`greatpeople'としての地位 に足 か
せ され た一種の怪物 となる。Osbornの追従者TomMusgroveは 身分
の社会的不安定に虚勢 の仮面 をつ けて,Osbornに侍 えるが,む しろ利用 し
てい る面の方 が大きい。 社交婦人 の興味 の的であ り,Emmaと 姉Eliza
との話題 も彼 に向け られ る。彼 を批評 して,Emmaは
I allow his person & air to be good—& that his manners to be 
a certain point—his address rather—is pleasing, —But I see nothing 
else to admire in him.
TOmの 御機嫌取 としての仮面 とその依存根性は痛烈 なア イロニ ーへ と
発展す る契機 を与え る否定的要素 である。7▼heWatsonsの登場人物 の中
では唯一の魅 力的人物 であるが,し ば しば主役 をお しの けてのさぼってい
る。 しか しこのTomの 創造は偽の世界の人物 像の 系譜 が 止 ぎれ る事 が
な く,Austenのこの世界への執着は よ り深 く,その創造 はよ り洗錬 されて
くることを示 してい る。
もう一方 ま じめに扱われ るcharacterには作者の代 弁者であ り,その良
識 で人 々を裁 断す るEmmaで あ り,Howardであ る。理性 的紳士Howard
ア
はAustenの最初の`practisingclergyman'といわれ,moralの間題 を
提 出 してい る。 さらに この人物群の中 から,一 抹のpathosが流れ,ま じ
め な筆致で描 かれてい るため,一 層暗いかげ りを作品に投げ かけてい る。
Mr.Watsonは病い に伏 した社会的失敗者で あ り,四 人の未婚 の娘達に
は何 もしてやれず,常 に思い出 にふけ る逃避者 であ る。 そこには前期の明
るいユ ーモアは な く,た だ悲痛 な暗 さのみがある。Elizabethも夫 を見つ
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けようとする悲しい努力が今やあきらめとなっている。そこに も微妙なか
げりを漂わせている。
I could do very well single for my own part—A little Company, 
and a pleasant Ball now & then, would be enough for me, if one 
could be young for ever .... it is very bad to grow old and be 
poor and laughed at. (P. 317)
1813年のAustenの 手 紙 の 中 でPrideandPrejudiceを 評 し て,`The
8
workisrathertoolight,&bright,&sparkling;itwantsshade'
と書いてい るが,1805年前 に書かれたこの小 説に露骨にではあ るが`shade'
が表われ てい るこ とは注 目に価 する。Austenは中年 になる頃 までに,この
`shade'を十分 にマス ターして円熟期の作品EmmaのBates老 嬢 にPer‐
suation全体 の雰 囲気 に反映 してい る。
この様 な後期作 品 を暗示す る特徴 を もち なが らTheWatsonsは物語 が
軌道 に乗 りか けた ころで放 棄 されてい る。この放 棄の理 由を考察 してゆ く
と,story-tellerAustenの創作態度の特徴 が 自ら うかが える。
まず この断片 は`entertainment'としてのお もしろ さに欠 けてい る。な
ぜ なら女 主人公の性 格があ ま りに完全すぎ て誘惑 に も抵抗 が予測 できプロ
ッ ト発展 の興 味がない。つ ま り女主人公 の犯 す誤 りを是正 して,精 神的成
長に導 くHenryのよ うな他 の存在 も必要 では ない。 最初 に 目標 が出て何
ら曲折す るこち もな く如何 に何が起 るか とい うサ スペ ンスがな い。Emma
はMr.Howardを 最初の出会いか ら,`therewasaquietly-chearful,
gentlemanlikeairinMrHowardwhichsuitedher(P・333)と・未
来の夫 として認 め る。 また家庭の無秩序か ら受け る苦悩 も,Emma自 身
が作 り出 し,そ の胸 中で反 芻す るのみであ る。このmeditateする女 主人
公 にはプロ ッ トを展 開す る役 目は重す ぎる。
さらにはTheWatsonsにはLadySusanの勢い ・はず みが なく,そ
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の雰囲気 は重 々しい。
題材の設定 が失敗 であ るとして`Memoir'では
 ` Jane Austen becomes aware of the e
vil of having placed her 
heroine too low, in such situation of poverty and obscurity as, 
though not necessarily connected with vulgarity, has a sad 
                                   9 tendency to degenerate into it.
MansfieldParkの女主人公 を例 に挙 げる まで もな く,女 主人公 の 背景 は
決 して失敗 だ とはいえない であろ う。場 面の設定 については前 に述 べ た通
り,十 分・書かれなかった大作 を予期 させ る。
この様 なTheWatsons自身の もつ欠点 の他 に,Austenの伝記 的要素
が創作 の意欲 を失 わせた と考 え られてい る。 元来Austenは 家族 の励 ま
しの下に創作活動 を してい たが,Bathではその家族 から離れ,落 着 かない
生 活 を送つ てい た。Bathの 印象 をCassandraべの手紙 の中で,・Our
firstviewofBathhasbeenjustasgloomyasitwaslastNovem‐
io
bertwelvemonth・ さ ら に1804年11月の 友Mr.Lefroyの 死,翌 月 の
父 の 死 が 重 な る 。 ま た`Susan'(N6rthangerAbbey)の出 版 の 失 敗 は 彼
女 の 創 作 意 欲 を 失 せ た の で あ ろ う。 こ の 頃 唯 一 の ロ マ ン ス`namelessand
u
datelessromanceの相 手 死 に よる悲恋 も伝え られて い る。Bathセ の
これ ら諸 々の不幸 がAustenを沈黙 させたのであろ う。
TheWatsonsの白黒画は父の死後 再び取 り上げ,'完成に 向 わせ るtけ
の興 をこの 女 流作家に ひきお こ さな か ったので あ ろ うが,し か しz▼he
Watsonsの欠点故 の意義 も また大きい。Austenは完全 にその題材 か ら
12
逃 がれ るのでは な く,十分`10p't&crop't'.されていない 題材 に,改 たな
生命 を与 え,後 期 作品 に反映 してい る。ChapmanはTheWatsonsを
Emmaの ス ケ ッチとみ なしてい る。
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The scene of both is Surrey. Mr. Watson is  a faint adumbration 
of Mr. Woodhouse. Mrs. Robert Watson is a strikingly  sugges-
tive of Mrs. Elton. Emma Watson is very like Jane Fairfax 
in situation, and—so far as we get to know her—not unlike 
                                   13 
Emma Woodhouse in character.
さ らにPersuationのAnn・の孤 独即 ・ら綿 今,、そ して鹽 へ ζ・・う過
程 に反 映 してい る。EmmaはMansfieldParkのFannyと醗 似 した慮
も多 くTheWatsonsはMansfieldParkの下書 き とさネ思 われ る。こ静
らの点か ら,こ の始め られ て完成 しなか った小説 は,そ れ 自身における餌
値 よ りむ しろ後期作品 の素描 として評餌 され る。完成 した小説へ の予備行
動 である9
皿
1809年Chawtonへ移 ると,立往 生 してい 左小説家 は歩 みを始 め,その死
に到 るま でたて続 けに作品 をものに してい る。1811年,新たに書 き始め ら
れ,円 熟 した作 品のひ とつ とみな され るMansfieldParkに如何 にBath
時代 のLadySusan,TheWatsonsが再編成 され ているであろ うか。
まずNorthangerAbbeyとMansfieldParkとを比較 してみると,小説
の題名は共 に田舎 の屋敷 の名称 であ る。そ こでは女主人公が その屋敷の主
人,GeneralTilneyとSirThomasBertramの権威 下に仮 の宿 を と
るが,小 説の終 りでは,そ こが永久 の住 みか とな る。 し汐・しその題名が示
す象徴的 意味 は,.う。NorthangerAbbeyとGeneralTilneyはgothic
romanceの世界 に属 し,そ の中で 白昼 夢 をみてい たCatherineに,実人
生 にめざめ さすき っかけを与 え る。 一 方MansfieldParkは秩序 と 良識
の域 であ り,主 人公 の行動 ζ判断 の指針 ζな ってい る。NorthagerAbbey
のgothic,non-gothic,つま り偽 と真の世界 の対照 が,MansfieldPark
ではmora1の深 い統一形体 の中に組 み入れ られ ている。 行為 の善悪の判
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断 を 下 すmoralはCatherineの 意 識 下 に わ ず か に 窺 え る が,こ の 後 期 の
作 品 で は,ま さ にmora1の 問 題,Fannyの も つ 良 識 の 試 練 が プ ロ ッ トの 興
味 の 中 心 で あ る 。Bathでmora1に 主 題 を 見 出 し たAustenがburlesquer
か らmoralistへと 変 化 し て い る の で あ る 。Austenは,手 紙 の 中 で こ の 良
識 を 指 摘 し て,...tothosewhohavepreferred`MP'veryinferior
14
ingoodsense.
このFannyに はTheWatsonsのEmmaの 像 が継承 され,一 層人
間的個性 をもって小説 の世界 に融 けこんでいる。Emmaが 家族 の乱 雑,俗
勿 根性 に苦悩 するの と同様 にFannyはEdmundの 教育 の下 に秩序 を信
奉 し,周 囲の人 々の無思慮,生 家 の無秩序,と げ とげ しさにい らだつ。加
えてEdmundに 対す る気持 は歓 び と苦痛 の混 じった心理 の劇 的動揺 を伴
っている。EdmundのMaryへ の愛情 を知 る と共 に焦躁へ とか りたて ら
れ る。馬上 の二人 を目撃 して,
she (Fanny) wondered that Edmund should forget her, and felt 
a pang. She could not turn her eyes from the meadow ; she 
could not help watching all that passed. (P. 67)
しか し苦 悩や困難 に遭遇 しても,信 仰や宗 教に解決 を求め ることは ない。
つま りAustenのmora1は決 して宗教的では な く,むしろ現 世的であ る。
Emmaが 父の ベッ トの そばに逃避 する様 に,FannyはEastRoomに引
きこ も り,良 識 を崩壊 さす危機 から脱れ る。 その休恩、の場は父のベ ッ トよ
り積極 的意味 を もち,秩 序 と精神的 自由の象徴 であ る。 そこで`restless,
selfassertiveimmorality'に脅か される`stability',`order',`mora1',
`repose'を守 るのであ る。
このFannyの 泉識 の城 を 脅かすのがHenryとMaryで あ る。 悪 に
魅力 を与 えるのは容易 である し,又Austenが悪の人物の創造に巧みであ
るこ とはす でに指摘 した通 りである。
GilbertRyleはAustenのmora1がaethetictermsと結 びつ き,
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duty,propr五etyaethetictasteが相 関 関 係 に あ り,登 場 人 物 は こ の 三 つ を
ユら
備 えてい るか,欠 け てい るかであ ると指摘 している。 しか しこ の 二 人 は
aethetictasteをもちなが ら,duty,proprietyに欠け てい る。Maryの 性
質 につい て,
She had none of Fanny's delicacy of taste, of mind, of feelings ; 
she saw nature, inanimate nature, with little observation ; her 
attention was all for men and women, her talents for the light 
and lively. (P. 81)
つ ま りdelicacyoftaste,ofmind,offeelingがFannyのもつmora1
であ る。 特 にMaryはFannyと,性 格 的に も機能 的に も,Isabellaと
Catherineの様 な対照的位置に ある。Fannyの冥黙 に対 しMaryは 黒 目
を輝 か して芸術 的趣味 と雄 弁で女 主人公 を圧倒 する。Fannyが 静かに人
々を観察 し,話の聞 き役で あるのに対 し,Maryは`10vestobedoing'で
ある。Fannyが田舎 の静寂を愛するのに対 し,MaryはLondonの喧噪 を
好 む。この田舎 と都会,natureとartの対 照はMrs.VernonとSusan
のそれであ る。
Maryは リアルな個性 を与 え られているに もかかわ らず,作 者は 発展の
弾 力を与 えず,否定 的意図の下に置いている。 なぜ ならMaryの 価値 は無
秩序にあ るか ら。MaryはEdmundの 教 養にひかれ,お互に愛惰 を示 しな
が ら,彼の職業 に対 す る偏 見 一`clergymanisnothing'(P・92)とい う考
え一の故に,恋は発展 して行 かない。 この偏見はMansfieldParkの秩序
の拒絶 であ り,mora1の欠 如を示 す。なぜ な ら牧師職 には,現 実に根 をお
ろ した作者の絶対 的価値 があ るか ら。 ここでordinationの問題はMary
の世 界 とFannyの 世界 を対置 させ て くれ る。Austen自身,Mansfield
Parkを始め る時,`NowIwilltrytowriteof.somethingelse,&it
ユ　
shallbecompletechangeofsubject-ordinaton!'Maryは結 局
124
ordinationを受 け入れ ることが できず,そ の結果HenryとMariaの か
哲落 ちの判断 を誤る。そこでEdmundはMaryのdupeに な るこ とか
らまぬがれ る。
Her's are not faults of temper. She would not voluntarily give 
unnecessary pain to any one, and though I may deceive myself, 
I cannot but think that for me, for my feelings, she would—Her's 
are faults of principle, Fanny, of blunted delicacy and a corrupted, 
vitiated mind. (P. 456)
このEdmundの 鋭い非難 のことばは,作 者 のMaryの 世界への 拒 絶 で
ある。
Henryも素 人劇の上演 とSarthertonへの遠出 でその正 体 を表わ し 始
・め る。彼はLoveisVowsの最 も巧み な演技者 であ るばか りでな く,実 生
活の演技者 で もあ る。彼 の演技 は劇 の上演 を反対 するFannyの 賞 讃 さ え'
勝 ち得 るが,実 は最初か ら仮面 を被 ってお り,彼 の仮 面の裏には,危 険 な
落 し穴が ある。Fannyへ の戯 れの愛の告 白か ら,彼 女 を真 剣に誘惑 し始
め,そ の相手 として,自 然 な精神的成長 をとげなが ら急 に道徳上 の墮落 者
になるのであ る。 つ ま りMariaとの不名誉 なか け落ち とい う事件 で,演
・技す ることを拒 むFanny,Edmundのmoralか ら排撃 され る。Henry
ー
とFannyは 相反す る世界 に住んでい るから,当 然FannyはHenryを
拒 否す る。
さ らにMariaの 婚約者の屋敷 の散 策の場面でHen・yとMariaが彼女
の未来 の夫 の鍵 を待 たずに,空 堀 を越 え庭 に入 る とい う行為 は,mora1の
ユア'枠を越 える とい う`specialemotionalandmoralsignificance'をもつ。
そこで二 人の不道徳 なかけ落 ちは,作 者 の綿密 な構成 の下 に,あ らかじめ
用意 されてい たこ とになる。 この様 にHenry-Maryの偽の世界 の 拒 絶
・.は,前 期作品の露骨 さをな くし,筋 の発展 と深 い関連 を もって,巧 みに女
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主 人 公 に 働 き か け る 。
Bradbrookに よ る と,Henryは 先 に 言 及 し たLaclosの小 説 の`heart一
ユ　
1essseducerValmont'の`milder,anglicized,vers三〇n'である・ し
か しなが らLadySusanほど酷 似 してお らず,も っと 完全に 創作化 され
てい るが,Isabella,SusanからMary,Henryへとvillainの系譜 を鮮か
に描 いてい る。
MansfieldParkのmora1の勝利 はあま りに断定 的に強 調 されるので,
悪の発展 の結果 のかけ落 ちは,作 者が筋 を運 ぶ必要上 か ら,仕 組 ま れ た
か にさえみ える。 しかしこの悪 の世界 の否定 は創作上 よ り,む しろ作者 の
道徳的制約 であ るか らであろ う。 つま り,作 者のmora1か ら異質 と思 え
る悪 の世 界 の人物には,作 者の墮落(mora1に反す る行為)へ の用意周到
な準備 が プ ロッ トの背後 でなされ て,そ の小説 の世 界の構造 に,は っき り
枠づ けを置 いて いる。Isabe11aのCaptainTilneyとの 関係・Susanの
M・nw・・ni・gとの関係,M・ ・yの偏見・H・n・yのM・ ・i・との関係等 ・
偽 の世界 を主題 とす るLadySusanの`Conclusion'は・作者の諷刺で
はな くこのmoralistの弁解 であ り,創 作の世界 のmora1の 揺 がぬ優位
を告げ る ものと考 え られ る。それはTheWatsonsで主題と して試 みられ
MansfieldParkで完成す る。
しか し,mora1からはみだ した 否定的要 素 を もつ 人物 の 系譜 はさらに
Emmaの 中に,一層 その要素 は多様 化 され,リ アルな個 性 を与 え られなが
ら,作者のmoralへ と融 合 してい く。Emmaの 執筆 を前 に して,Austen
は`Iamgoingtotakea.heroinewhomnoonebutmyselfwill
ユ　
muchlike!'と書い てい るが,悪 の人物へ の作者 の執 着はmoralの 枠
の中にMaryの 魅力 を確立 してい くこ とに示 される。.
ここでAustenの人物造形 の裏面,つ ま り対照的世界 を置 き,一 方の偽
の世 界の創造 に作者 の可能性一Austenにあっては,現 実 そのま ・の 真の
入 間像 よ り,む しろ技巧の仮面 をつけた人物 にその才能 が縦横 に発揮 でき
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るのではないか を強調 した。
CharlotteBronteは先輩女流作家Austenに情熱が欠 けているこ とを
批判 して
She ruffles her reader by nothing vehement, disturbs him by 
nothing profound. The passions are perfectly unknown to 
her .... Even to the feelings she vouchsafes no more than an 
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occasional graceful but distant  recognition ....
Austenが全 く人 問の感情 ・情 熱 を拒否 してい るとい うこ とに対 しては,
このBath時 代 の作 品で反論 され るであ ろ う。偽の世界の人物 はある程度
の情熱 を もち,ま たfeelingが後 期作 品には跡づ けられ るから
LadySusanにおける作者 の無責任 な見 物の笑 いか ら,後期作品Mansfield
Parkでは女主人公 の深 いま じめな意識・人間の心理 を作者は とらえてい る。
inspirationを実 生活か ら与 えられ た素人作 家は 着実 な専門意識 を もっ
て主題 をmoralの中 に限定 するmoralist作家へ と 成長 してい く軌跡 が
Northanger・4bbeyとMansfieldParkとの間に,未 完 のLadySusan
TheWatsonsを置 く時一層 はっ き りす るであろ う。 空 白時代 の この二 編
がなければ後半の円熟期に たど りつ けたかど うか疑わ しい。LadySusan
は前期の終 りを,TheWatsonsは後期の始 ま りを告 げる ものであるか ら。
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